











































































































































































　今年度は 3回 9日間（5月 21～23日、8月 5～7
日、11月 18、20、21日）の調査をおこない、162
点の典籍を調査することができた。参加メンバーは
以下のとおりである（五十音順）。
　有賀夏紀（学習院大学非常勤講師）
　伊藤慎吾（国士舘大学非常勤講師）
　植田　麦（実践女子大学助教）
　宇野瑞木（東京大学大学院生）
　太田有希子（早稲田大学大学院生）
　黒田　智（早稲田大学高等研究所助教）
　佐藤　優（総合研究大学院大学大学院生）
　清水紀枝（早稲田大学大学院生）
　大東敬明（國學院大學 PD研究員）
　高橋悠介（神奈川県立金沢文庫学芸員）
　徳永健太郎（早稲田大学高等学院非常勤講師）
　土橋由佳子（フェリス女学院大学大学院生）
　西尾知己（早稲田大学助手）
　貫井裕恵（早稲田大学大学院生）
　吉村晶子（学習院大学大学院生）
　メンバーは日本文学研究者が多いが、それ以外に
日本史（黒田・徳永・西尾・貫井）・美術史（清水）・
宗教学（大東）・民俗学（佐藤）を専門とする者も
いる。うち、古典籍調査の経験を有する者は約半数
であり、他のメンバーは、対象への興味もさること
ながら、調査経験を積むという目的で参加してい
る。
　調査経験の浅いメンバーに対しては事前にレク
チャーをおこない、また、調査の場で指導、あるい
は協議しながら調査を進めている。書誌調査の方法
は個人やグループによって異なることがあり、ま
た、典籍の形態（冊子本・巻子本・一枚物…等）に
よる相違も少なくない。そういった問題点をクリア
すべく、可能な限り記録方法を標準化するための調
査カードを作成して使用している。このカードに
は、題目（所蔵者整理書名・調査者認定書名・外題・
内題・扉題・序題・目録題・尾題・跋題）・装丁（巻
子・折本・旋風葉・粘葉装・列帖装・袋綴・仮綴・
一枚物・畳物・洋装…等）・寸法（表紙・題簽・匡郭・
界線・字高…等）・料紙（楮紙・斐紙・楮斐交漉・
三椏・間似合紙・近代紙…等）・表紙の色と文様・
紙数・一面行数・用字（本文・付訓・書入）・絵（描
画法・位置）・書入（位置・内容）・保存状態・蔵書
印・奥付…等の基本的な書誌事項のほか、典籍の内
容・構成に立ち入った事項（例えば章段名・他資料
との関係・挿絵の内容…等）も詳細に記録している。
　現行の目録やデータベースは、最低限の事項を挙
げてはいるが、これだけでは把握しきれない情報が
あまりにも多い。もちろん、原本を実見することが
最良であるのは言うまでもないが、膨大な蔵書の中
から目的に合致した典籍を見いだすことは容易では
ない。目指すべきは、研究者にとって有用な情報を
概観し検索できる形式の目録であり、これを作成す
るには、検索を支援する基礎的な書誌情報に加え、
調査者の知見によって関連付けられるべきその他の
ターゲット・キーワードとして情報を抽出すること
が必要となるのである。前記「早稲田大学図書館所
蔵寺社縁起関係資料目録（仮）」の完成は、こうし
た情報を充実させ、それをいかに適確に掲載するこ
とができるかに懸かっているといえよう。
